
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　 平行に互いに近接する上板と下板とが、少なくとも一辺を残してそれぞれの端部どう
しで連結されており、該上板と下板を貫通する孔又は切り欠きが設けられ 吊り金具用ア
ダプター
　

【請求項２】
　

　 平行に互いに近接する上板と下板とが、少なくとも一辺を残してそれぞれの端部どう
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カーテンなどが備えるリング形状の吊り金具をカーテンレールに取り付けるためのアダ
プター集合体であって、

略
た

と、
前記カーテンレール内に挿入可能な板状体から成り、中央部にネジ孔が設けられたカー

テンレール内用吊り金具用アダプターと、
　前記ネジ孔に螺入されるボルトと、
を含んで構成され、
　前記ボルトを、前記上板と下板との間に挿入された前記吊り金具及び前記吊り金具用ア
ダプターに挿通したうえで前記ネジ孔に螺入することによって、前記吊り金具、前記吊り
金具用アダプター、及び前記カーテンレールに挿入される前記カーテンレール内用吊り金
具用アダプターが一団に連結され、前記カーテンレールに取り付け可能とされた、吊り金
具用アダプター集合体。

カーテンなどが備えるリング形状の吊り金具をカーテンレールに取り付けるためのアダ
プター集合体であって、

略



しで連結されており、該上板と下板を貫通する孔又は切り欠きが設けられ 吊り金具用ア
ダプター
　

【請求項３】
　前記孔又は前記切り欠きの先端部が、前記上板の前後を二分する位置に設けられ 請求
項１ に記載の吊り金具用アダプター 。
【請求項４】
　前記上板 端部と 下板 端部との連結が一辺だけで行われ 請求項１乃至請求項３
の何れかに記載の吊り金具用アダプター 。
【請求項５】
　

　
　

　

　
　

【請求項６】
　

　
　

　
　
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ロールカーテンなどを天付けしたりカーテンレールに取り付けたりするのに
用い、特に、丸および三角リング形状の吊り金具を備えるカーテンに適した吊り金具用ア
ダプター および吊り金具取り付け方法に関する。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
　従来、ロールカーテンなどを取り付けるには、カーテン上部に備えられた吊り金具を、
天井や壁に、直接木ネジなどで固定していた。ところが近年、カーテンレールが広く普及
したことや、建物をなるたけ傷つけないようにするため、カーテンレールを利用した取り
付けが行われるようになってきた。例えば、雌ネジ部を備えたカーテンレール内用の取り
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た
と、

前記カーテンレール内に挿入可能な板状体から成り、中央部からネジ棒が突設されたカ
ーテンレール内用吊り金具用アダプターと、
　前記ネジ棒に螺合されるナットと、
を含んで構成され、
　前記ネジ棒を、前記上板と下板との間に挿入された前記吊り金具及び前記吊り金具用ア
ダプターに挿通し、前記ナットを螺合することによって、前記吊り金具、前記吊り金具用
アダプター、及び前記カーテンレールに挿入される前記カーテンレール内用吊り金具用ア
ダプターが一団に連結され、前記カーテンレールに取り付け可能とされた、吊り金具用ア
ダプター集合体。

た
又は請求項２ 集合体

の 前記 の た
集合体

請求項１に記載の吊り金具用アダプター集合体を用いて、カーテンレールにカーテンな
どが備える吊り金具を取り付ける方法であって、

前記上板と下板の間に前記吊り金具を挿入し、
前記下板を貫通する孔又は切り欠きから前記吊り金具、前記上板を貫通する孔又は切り

欠きの順に前記ボルトを挿通し、
前記ボルトの先端部を前記ネジ孔に螺入して、前記ボルトに前記カーテンレール内用吊

り金具用アダプターを螺着し、
前記カーテンレール内用吊り金具用アダプターを前記カーテンレール内に挿入し、
前記ボルトを更に螺入して前記吊り金具用アダプターと前記カーテンレールの底部とを

接触させる、吊り金具取り付け方法。

請求項２に記載の吊り金具用アダプター集合体を用いて、カーテンレールにカーテンな
どが備える吊り金具を取り付ける方法であって、

前記上板と下板の間に前記吊り金具を挿入し、
前記上板を貫通する孔又は切り欠きから前記吊り金具、前記下板を貫通する孔又は切り

欠きの順に前記ネジ棒を挿通し、
前記ネジ棒の先端部に前記ナットを螺合し、
前記カーテンレール内用吊り金具用アダプターを前記カーテンレール内に挿入し、
前記ナットを更に締め付けて前記吊り金具用アダプターと前記カーテンレールの底部と

を接触させる、吊り金具取り付け方法。

集合体



付け金具を、カーテンレールの端からカーテンレール内に予め挿入しておき、この取り付
け金具にボルトなどを用いて吊り金具を係止させる方法などがある。
【０００３】
　ところが、この取り付け方法は、カーテンレールの端部を塞ぐキャップ部材が容易に外
れる構造のカーテンレールにしか実施できないし、例え外れる構造だとしても、キャップ
部材を外してまた取り付けるのは非常に面倒であった。また、カーテンレール内用の取り
付け金具のネジ部に狙いを定めてボルトなどをねじ込むのは、カーテンを支えながら片手
でボルトをねじ込む作業で、しかも吊り金具で視野を制限されるので非常に難しかった。
【０００４】
　一方、カーテンの吊り金具は多種類にわたり、図２６に示されるように、ロールカーテ
ン５１などでは三角リング状の吊り金具５２が広く用いられている。このタイプの吊り金
具５２を備えたカーテン５１を取り付けるには、通常、釘や木ネジやフックなどを壁や天
井から突出させておき、これに、吊り金具５２を引っ掛けることによって行われてきた。
したがって、カーテンレール内にある雌ネジ部を備えた取り付け金具を介して、ボルトな
どを用いて取り付ける上述の方法を直接実施することは難しい。
【０００５】
　そこで、カーテンレール内用の取り付け金具に、フックを備えた別の補助取り付け金具
をボルトなどでまず係止させ、それから、このフックにカーテン側の吊り金具５２を引っ
掛けるという方法が開発されている。ところが、本例の取り付け方法では、カーテンレー
ル内用の取り付け金具をカーテンレールの端から挿入することの問題点が解決されていな
いし、フックと吊り金具５２の長さ分だけ、カーテンレールとカーテン５１との間に隙間
が生じてしまい、外観を著しく損なうという問題が発生している。
【０００６】
　そこで本発明者等は、ロールカーテンなどをカーテンレールに取り付ける手段に関し、
三角リング状の吊り金具を備えたカーテンに特に有効であり、取り付け作業が容易で、取
り付け後の外観が格別に改善される、吊り金具用アダプター 及び吊り金具取り付け
方法を提供するべく鋭意検討を重ねた結果、本発明に至ったのである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係わる吊り金具用アダプター の要旨とするところは、

平行に互いに近接する上板と下板とが、少なくとも一辺を残してそれぞれの端部ど
うしで連結されており、該上板と下板を貫通する孔又は切り欠きが設けられ 吊り金具用
アダプター

【０００８】
　

平行に互いに近接する上板と下板とが、少なくとも一辺を残してそれぞれの
端部どうしで連結されており、該上板と下板を貫通する孔又は切り欠きが設けられ 吊り
金具用アダプター
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集合体

集合体 カーテンなどが備
えるリング形状の吊り金具をカーテンレールに取り付けるためのアダプター集合体であっ
て、略

た
と、前記カーテンレール内に挿入可能な板状体から成り、中央部にネジ孔が設

けられたカーテンレール内用吊り金具用アダプターと、前記ネジ孔に螺入されるボルトと
、を含んで構成され、前記ボルトを、前記上板と下板との間に挿入された前記吊り金具及
び前記吊り金具用アダプターに挿通したうえで前記ネジ孔に螺入することによって、前記
吊り金具、前記吊り金具用アダプター、及び前記カーテンレールに挿入される前記カーテ
ンレール内用吊り金具用アダプターが一団に連結され、前記カーテンレールに取り付け可
能とされたことにある。

また、本発明に係わる吊り金具用アダプター集合体の要旨とするところは、カーテンな
どが備えるリング形状の吊り金具をカーテンレールに取り付けるためのアダプター集合体
であって、略

た
と、前記カーテンレール内に挿入可能な板状体から成り、中央部からネ

ジ棒が突設されたカーテンレール内用吊り金具用アダプターと、前記ネジ棒に螺合される
ナットと、を含んで構成され、前記ネジ棒を、前記上板と下板との間に挿入された前記吊
り金具及び前記吊り金具用アダプターに挿通し、前記ナットを螺合することによって、前
記吊り金具、前記吊り金具用アダプター、及び前記カーテンレールに挿入される前記カー



【０００９】
　前記孔又は前記切り欠きの先端部が、前記上板の前後を二分する位置に設けられ 。
【００１０】
　前記上板 端部と 下板 端部との連結が一辺だけで行われ 。
【００１１】
　

【００１２】
　

【００１３】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明に係わる吊り金具用アダプター 及び吊り金具取り付け方法の実施態
様について、図面に基づいて詳しく説明する。明細書中、カーテンは、好ましくはロール
カーテンであるが、他の種類のカーテンであっても良い。
【００１４】
　図 1は、本発明に係わる吊り金具用アダプターの一例を示し、吊り金具用アダプター１
０は、平行で互いに近接する上板１２と下板１４とが、折り曲げ部３６によってそれぞれ
の一辺の一部分どうしが連結されており、上板１２と下板１４を貫通する孔１６、１７が
、上板１２の前後及び左右を二分する中央部に設けられている。ここでいう前後左右とは
、同図（ａ）に示すように、カーテンの吊り金具（図示されていない）を挿入する側を手
前とした上面図を基にしている。上板１２および下板１４は略Ｈ形である。上板１２と下
板１４とが同型上であり、使用時に上板１２と下板１４の位置を反対にしても問題ない。
【００１５】
　この吊り金具用アダプター１０は、板材を折り曲げて形成される。図２（ａ）に示され
るように、上板１２部分と下板１４部分とが、折り曲げ線２０で連結された板材１１を二
つ折りすればよい。板材１１を打ち抜いて曲げ加工するだけで容易に製作することができ
る。図２（ｂ）に示すような板材でも良い。折り曲げ線２０で折り曲げる。左または右の
辺で上板１２と下板１４とが接続される。折り曲げ線２０の途中に欠損部１８を設けると
、折り曲げやすくなる。
【００１６】
　図３～図６は、吊り金具用アダプター１０を用いて、カーテンレールにカーテンを取り
付ける方法の一例を示している。すなわち、図３に説明されるように、まず、吊り金具用
アダプター１０の上板１２と下板１４との隙間に、カーテン５１の上部部材５４に備えら
れた吊り金具５２を横に倒して挿入する（○１）。吊り金具５２は、吊り金具５２をカー
テン５１に固定する固定部材５６の把持部６０によって、回動自在に支持されている。そ
して次ぎに、ボルト２４を孔１７、１６と吊り金具５２とに挿通し、その先端部に、カー
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テンレール内用吊り金具用アダプターが一団に連結され、前記カーテンレールに取り付け
可能とされたことにある。

得る

の 前記 の 得る

本発明に係わる吊り金具取り付け方法の要旨とするところは、請求項１に記載の吊り金
具用アダプター集合体を用いて、カーテンレールにカーテンなどが備える吊り金具を取り
付ける方法であって、前記上板と下板の間に前記吊り金具を挿入し、前記下板を貫通する
孔又は切り欠きから前記吊り金具、前記上板を貫通する孔又は切り欠きの順に前記ボルト
を挿通し、前記ボルトの先端部を前記ネジ孔に螺入して、前記ボルトに前記カーテンレー
ル内用吊り金具用アダプターを螺着し、前記カーテンレール内用吊り金具用アダプターを
前記カーテンレール内に挿入し、前記ボルトを更に螺入して前記吊り金具用アダプターと
前記カーテンレールの底部とを接触させることにある。

また、本発明に係わる吊り金具取り付け方法の要旨とするところは、請求項２に記載の
吊り金具用アダプター集合体を用いて、カーテンレールにカーテンなどが備える吊り金具
を取り付ける方法であって、前記上板と下板の間に前記吊り金具を挿入し、前記上板を貫
通する孔又は切り欠きから前記吊り金具、前記下板を貫通する孔又は切り欠きの順に前記
ネジ棒を挿通し、前記ネジ棒の先端部に前記ナットを螺合し、前記カーテンレール内用吊
り金具用アダプターを前記カーテンレール内に挿入し、前記ナットを更に締め付けて前記
吊り金具用アダプターと前記カーテンレールの底部とを接触させることにある。

集合体



テンレール内用の吊り金具用アダプター２２を螺着させる（○２）。カーテンレール内用
の吊り金具用アダプター２２は長方形の板状で、その中央部にネジ孔２６が設けられてい
る。
【００１７】
　図４は、このようにして組み上げられたカーテン５１の上部を詳細に示していて、吊り
下げ金具５２、吊り金具用アダプター１０、カーテンレール内用の吊り金具用アダプター
２２が、ボルト２４によって一団に連結された集合体を形成している。そしてこの集合体
は、吊り金具５２の一辺を軸とし、固定部材５６の把持部６０を軸受として回動すること
ができる。
【００１８】
　次ぎに、カーテンレール内用の吊り金具用アダプター２２をカーテンレール内に挿入し
て、カーテンを取り付ける作業に入るのであるが、ボルト２４を操作するのに邪魔になる
カーテン５１を移動しなければならない。カーテン５１を手前（図４で左へ）に引くと、
吊り金具５２の一辺を軸としてカーテン５１が回転して傾き、図５に示されるように、ボ
ルト２４の頭部２５が開放される。
【００１９】
　図６は次ぎの手順を説明している。同図（ａ）に示されるように、カーテンレール２８
の底部に開口したランナー走行用スリット３０に、まず吊り金具用アダプター２２を挿入
する。このため、長方形吊り金具用アダプター２２の長手方向をスリット３０と平行にし
て挿入するのであるが、吊り金具用アダプター２２の幅はスリット３０の幅より狭くされ
ている。また、吊り金具用アダプター１０の上板１２（図５参照）と吊り金具用アダプタ
ー２２との間隔ｓを、カーテンレール２８の底板２７の厚さより大きくしておく。
【００２０】
　次ぎに、ボルト２４を順方向に回転させると（同図（ｂ））、ボルト２４と共に吊り金
具用アダプター２２も回転する。そして、その長手部分がカーテンレール２８の側壁内側
に突き当たるようになると、吊り金具用アダプター２２の回転が止まり、ボルト２４だけ
が回転してカーテンレール２８内に進入する。すなわち、カーテン５１が引き上げられる
ようになり、やがて、吊り金具用アダプター１０（図５参照）とカーテンレール２８の底
部とが接触し（同図（ｃ））、カーテン５１を自由に垂れ下げることで取り付け作業が終
了する（同図（ｄ））。
【００２１】
　上述の吊り金具取り付け手順から明らかなように、本発明の吊り金具用アダプター１０
を用いれば、一般家庭でも簡単にカーテン５１をカーテンレール２８に取り付けることが
できる。そして、図６（ｄ）に示されるように、カーテン５１の上部がカーテンレール２
８に近接し、隙間がほとんど生じないで取り付けられるので、外観が格別に向上する。
【００２２】
　吊り金具用アダプター１０は、カーテンレール２８への取り付けだけに限定されず、天
井への取り付け（天付け）にも用いることができる。すなわち、図７で説明されるように
、木ネジ３２を用いて天井３４に直接ネジ込むことで取り付けられる。ボルトの代わりに
木ネジ３２を用いることと、カーテンレール内用の吊り金具用アダプター２２を用いない
ことの他は、カーテンレール２８への取り付けとほぼ同様である。カーテン５１と天井３
４との間が空かず取り付けられるので、従来にない優れた外観になる。
【００２３】
　本発明の吊り金具用アダプター１０によるカーテン５１の取り付けでは、カーテンレー
ル内用の吊り金具用アダプター２２及び吊り金具用アダプター１０の上板１２でカーテン
レール２８の底板２７を挟むことにより、カーテン５１を支持することになる。したがっ
て、上板１２が、前後のどちらかに偏ってカーテンレール２８の底板と接するようになれ
ば、カーテンレール２８のスリット３０を挟む両側に、不均等な変形応力が掛ることにな
って好ましくない。上板１２が、前後に等しくカーテンレール２８の底板２７と接するよ
うに、上板１２の前後を二分する位置に孔１６が設けられるのが好ましい。
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【００２４】
　孔１６、１７の大きさは、挿通されるボルト２４の太さを基にして定められるが、一般
に、市販のロールカーテンなどの重量を両端で支持するには、太さ３ｍｍ以上のボルト２
４が必要であり、孔１６、１７の幅は少なくとも３ｍｍとされるのが好ましい。また、一
般に、市販のカーテンレール２８に設けられる、ランナー走行用のスリット３０の幅は６
ｍｍから１０ｍｍなので、孔１６、１７の幅は１０ｍｍ以下とされるのが好ましい。そし
て、汎用性が高まるため、４ｍｍ以上６ｍｍ以下とされるのが特に好ましい。孔１６、１
７の形状は、円、楕円、長方形、等々特に限定されない。ボルト２４の頭部と下板１４と
の間にワッシャーを挿入しても良い。
【００２５】
　上板１２の幅は少なくとも７ｍｍとされるのが好ましい。市販のカーテンレール２８の
ランナー走行用スリット３０の幅が主に６ｍｍから１０ｍｍなので、７ｍｍより狭い上板
１２では、スリット３０に嵌り込むことがあって好ましくない。
【００２６】
　また、上板１２の幅は大きくとも２２ｍｍとされるのが好ましい。上板１２の幅をカー
テンレール２８より広くしても、カーテン５１を支持する力は増加しない。市販カーテン
レール２８の多くで、底部の幅が２０ｍｍ以下であるため、上板１２の幅を大きくとも２
２ｍｍとして無駄を省くのが好ましい。
【００２７】
　また、上板１２及び下板１４の長さは少なくとも１４ｍｍとされるのが好ましい。市販
のカーテンに備えられる最も小さな三角リング状吊り金具５２の幅（左右方向の長さ）は
略１４ｍｍであり、この三角リング状吊り金具５２の全幅を覆う長さの上板１２と下板１
４とで、吊り金具５２を確実に挟持しなければならない。市販の三角リング状吊り金具５
２の幅を考慮すると、上板１２及び下板１４の長さは、約２８ mmが良い。
【００２８】
　図８と図９は、カーテンレール２８にカーテン５１が取り付けられた状態での、吊り金
具５２と吊り金具用アダプター１０の下板１４との関係を示している。下板１４に設けら
れた孔１７の中心から距離ｄｃだけ横に離れて、カーテン５１は重力によって垂直に垂れ
下がっている。孔１７がカーテンレール２８の中心に位置するので（図６参照）、カーテ
ン５１が孔１７から離れるほど、カーテンレール２８に捻りの応力が加わることになり、
カーテンレール２８が変形したり破損したりし易くなる。したがって、カーテン５１を孔
１７に近付けることが望ましいが、その距離ｄｃが、下板１４の前辺２３と孔１７との距
離ｄより小さくなれば、固定部材５６の把持部６０が下板１４の上に乗り上げてしまい、
カーテン５１が垂直に垂れ下がれなくなるので好ましくない。
【００２９】
　距離ｄを小さくすることによって距離ｄｃも小さくできるようにし、図１０に示される
ように、固定部材５６の把持部６０を下板１４の前辺２３に接触するまで近付けるのがベ
ストであるが、距離ｄを小さくするにも限界がある。距離ｄは、孔１７の半径と、孔１７
の縁から前辺２３までの距離の和であるが、上述したように、孔１７の幅は３ｍｍ以上と
されるのが好ましいので、孔１７の最小半径は実用的に１．５ｍｍになる。また、孔１７
の縁から前辺２３までの距離は少なくとも１ｍｍ必要なので、距離ｄ、すなわち、孔１７
の中心から前辺２３までの距離は、２．５ｍｍ以上とされるのが好ましい。
【００３０】
　一方、距離ｄには実用的に好ましい上限がある。図１１で示される吊り金具５２は、そ
の後方端内側でボルト２４と接しており、把持部６０が下板１４の前辺２３と接している
。もし、孔１７の中心から前辺２３までの距離ｄが、これ以上大きくなるような下板１４
が用いられたら、把持部６０が下板１４の上に乗り上げてしまい、カーテン５１を垂直に
吊り下げられなくなるので好ましくない。本図で示される距離ｄが実用的な意味での上限
である。吊り金具５２が大きければ、距離ｄの上限も大きくなるが、最も小さい吊り金具
５２に対する上限の距離ｄにしておけば、どんな吊り金具５２を備えたカーテン５１にも
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使用できるので非常に便利である。市販のカーテンに備えられる、略１４ｍｍの最も小さ
な三角リング状吊り金具に対して、その線径やボルト２４の太さを種々組み合わせて検討
した結果、孔１７の中心から前辺２３までの距離ｄの上限は約７ mmであった。
【００３１】
　以上、下板１４の孔１７から前辺２３までの距離ｄについて詳細に説明してきたが、上
板１２の形状も十分検討されなければならない。図１２で示される吊り金具用アダプター
１０では、下板１４の前辺２３より上板１２の前辺２９が手前に長くなっている。このた
め、固定部材５６の把持部６０の上に上板１２が被さり、ボルト２４の締め付けにより、
両者は強く圧接するようになる。そして、把持部の自由な回動が阻害されて、カーテン取
り付け作業が非常に難しくなる。また、把持部６０の肉厚分だけ上板１２が持ち上がり、
上板１２と下板１４との平行関係が崩れてしまう。したがって、このような不都合が生じ
ないように、上板１２の少なくとも一辺は下板１４の前辺２３と重なり、把持部６０の上
に上板１２が被さることによって生じるこれらの不都合が避けられるのが好ましい。
【００３２】
　図１３と図１４には、上板１２あるいは下板１４の好ましい形状に関し、幾つかの例を
示している。いずれの形状も、孔１６（１７）の中心から前辺２９（２３）までの距離ｄ
を等しくしているので、上板１２と下板１４にどの形状を選択してもよく、それらを組み
合わせて吊り金具用アダプター１０を構成できる。
【００３３】
　図１３に示す形状は、前後を二分する位置に孔１６（１７）が設けられている。同図（
ａ）に示される長方形の前辺２９（２３）は、孔１６（１７）と近接する点を中心にして
、左右にＬ１の長さで対称的であるが、同図（ｂ）に示される長方形では、左にＬ１、右
にＬ２の長さで非対称である。市販のカーテンに備えられる、最も小さな丸または三角リ
ング状吊り金具に用いられる把持部６０の長さは略８ｍｍである。したがって、孔１６（
１７）と近接する点を中心にして、左右にそれぞれ、少なくとも４ｍｍの長さである前辺
２９（２３）であることが好ましい。市販のカーテンにおける把持部６０の長さを考慮す
ると、前辺２９（２３）の長さは、約１８ mmが良い。
【００３４】
　同図（ａ）、（ｆ）、（ｉ）に示される形状は、前後左右に対称である。また、同図（
ｂ）、（ｃ）、（ｊ）に示される形状は、前後にだけ対称である。同図（ｊ）に示される
形状では、孔１６（１７）が右に偏って設けられている。また、同図（ｇ）、（ｈ）に示
される形状は、左右にだけ対称である。そして、同図（ｄ）、（ｅ）に示される形状は、
前後左右ともに非対称である。カーテンレール２８の中央部に孔１６が位置するようにし
て当接する上板１２では、カーテンレール２８に掛る負荷ができるだけ均等になるように
、前後左右に対称な形状とされるのが特に好ましい。
【００３５】
　同図（ｅ）、（ｆ）、（ｇ）の形状では、前辺２９（２３）がコの字状窪みの底辺とし
て形成されている。上板１２をこれらの形状とすれば、孔１６の中心から前辺２９までの
距離ｄを短くしながら、かつ、広い幅で左右均等にカーテンレール２８と接することがで
きる。またこれの形状で、前辺２９の長さを把持部６０の長さとほぼ等しくすれば、把持
部６０をコの字状窪みに嵌め込むことによって、吊り金具５２の固定位置が、孔２９から
左右に大きくずれることを防ぐことができる。
【００３６】
　また、前後に対称な形状であれば、吊り金具５２を後辺側からも挿入することができる
ので、組み付け作業が容易になって便利であり、カーテンレール２８に対し、スリット３
０を挟む両側に等しい負荷が掛るようになるので安定性が増す。同図（ｆ）に示される略
Ｈ型の形状は、前後左右に対称であること、及び、前辺２９がコの字状窪みの底辺として
形成されていることのために、上板１２に最適である。
【００３７】
　図１４には、前後の偏った位置に孔１６（１７）が設けられた形状が例示されていて、
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上板１２よりも下板１４に適用し易い形状群である。同図（ａ）を除いて、同図（ｂ）、
（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）は全て左右に対称である。
【００３８】
　図１に示される吊り金具用アダプター１０は、上板１２と下板１４とが前（または後）
の一辺だけで連結されている。しかしながら、この連結は、少なくとも一辺（前辺または
後辺）を残してどの辺（端部）でも自由に行えるものである。なお、連結は、図２に示さ
れるように二つ折りで行うこともできるし、溶接や蝶番などの手段によってもよい。例え
ば、図１５に示される略Ｈ型の吊り金具用アダプター１０では、同図（ａ）に示されるよ
うに、左の一辺で連結されてもよいし、同図（ｂ）に示されるように、後方の一辺で連結
されてもよい。あるいは、同図（ｃ）に示されるように、左右の二辺で連結されてもよい
し、同図（ｄ）に示されるように、左右と後方の三辺で連結されてもよい。
【００３９】
　また、例えば、図１６に示される台形状の吊り金具用アダプター１０では、同図（ａ）
に示されるように、左の一辺で連結されてもよいし、同図（ｂ）に示されるように、左右
の二辺で連結されてもよい。
【００４０】
　一辺だけで連結された吊り金具用アダプター１０は、次ぎのようなメリットがある。す
なわち、図２で示されるように、打ち抜いた板状体を二つ折りするだけで製作できるので
コストが大幅に軽減される。また、一端が固定されているだけなので上板１２や下板１４
が撓み易くなり、上板１２や下板１４の弾性を利用したり、ボルト２４の締め付けを利用
したりして、上板１２と下板１４との間で吊り金具５２を確実に挟持できるようになる。
【００４１】
　上板１２と下板１４を貫通する孔１６，１７は円孔に限定されず、例えば、角柱状でも
よいし楕円柱状でもよい。図１７に示される吊り金具用アダプター１０では、前後に長い
、いわゆる長孔４０が設けられている。この吊り金具用アダプター１０を用いれば、取り
付けの最終段階で吊り金具用アダプター１０を前後に動かし、カーテンレール２８との位
置関係を微調整することができる。
【００４２】
　孔１６，１７の代わりに、切り欠きを設けてもよい。図１８はその幾つかの例を示すが
、いずれも、上板１２と下板１４とが連結された左辺から進入し、吊り金具用アダプター
１０の中央部まで伸びる切り欠き３８が設けられている。そして、切り欠き３８の先端部
３９の中心から前辺２９（２３）までは、距離ｄだけ離れている。切り欠き３８の形状や
位置は、孔１６，１７に準じて定められるが、上板１２と下板１４とが連結された辺から
進入することによって、切り欠き３８を設けることによる強度の低下を最小限に止めるこ
とができる。
【００４３】
　切り欠き３８を設けることの利点は、カーテン５１を取り付ける手順を変えられること
である。すなわち、まず、カーテンレール内用の吊り金具用アダプター２２とボルト２４
とを連結してカーテンレール２８内に挿入し、次いで、吊り金具５２をボルト２４に掛け
、最後に吊り金具用アダプター１０を、その切り欠き３８にボルト２４が収まるようにし
て、吊り金具５２を挟みながら横から入れる。そして、ボルト２４を締め付ける手順が可
能となる。
【００４４】
　この取り付け手順によれば、カーテンレール内用の吊り金具用アダプター２２をカーテ
ンレール２８内に挿入する作業が、カーテン５１を支えながらしなくてもよいので非常に
容易になり、カーテンレール内に予め収容された吊り金具用アダプター２２に狙いを定め
てボルト２４をねじ込む作業も難しくなくなる。
【００４５】
　上板１２と下板１４とは略４ｍｍ以内、好ましくは平均的に２ｍｍ位の間隙で互いに近
接している。図１９に示されるように、ほぼ平行であったり（ａ）、やや開いていたり（
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ｂ）、開き易いように折り曲げ部３６の曲率を緩めたり（ｃ）、挟持性を高めるためヘア
ピンのように狭めた部分４２を設けたり（ｄ）、その他種々の近接態様を選択できる。
【００４６】
　次ぎに、本発明に係わるカーテンレール内用の吊り金具用アダプターについて詳しく説
明する。図２０に示される吊り金具用アダプター２２は、長方形板状の本体部材４８にネ
ジ孔４４が設けられたものである。その使用方法の一例は、すでに図３～図６を用いて説
明された。ネジ孔４４の直径は、カーテンの重量を十分に支えることができて汎用性の高
いボルトの太さに合わせ、３ｍｍ～６ｍｍとされる。
【００４７】
　ランナー走行用スリットからカーテンレール内に挿入できるように、吊り金具用アダプ
ター２２の幅ｗｔはランナー走行用スリットの幅より狭くされる。すなわち、市販カーテ
ンレールの大半が、幅約６ｍｍ～１１ｍｍのランナー走行用スリットを設けているので、
吊り金具用アダプター２２の幅ｗｔは５ｍｍ～１０ｍｍとされるのが好ましい。
【００４８】
　また、ネジ孔４４に螺合されたボルトが回された時に、吊り金具用アダプター２２がカ
ーテンレールの内壁に引っ掛って共回りが阻止されるように、吊り金具用アダプター２２
の長さはカーテンレールの内幅より大きくされる。すなわち、市販カーテンレールの大半
の内幅が約１３ｍｍ～２３ｍｍなので、吊り金具用アダプター２２の長さＬｔは１５ｍｍ
～２５ｍｍとされるのが好ましい。
【００４９】
　吊り金具用アダプター２２の厚さｈは、カーテンレール内に収容される厚さであればよ
い。市販カーテンレールの多くは、その内部空間の高さが２０ｍｍ位であるから、吊り金
具用アダプター２２の厚さｈが１８ｍｍ以下であれば大半の市販カーテンレールに用いる
ことができる。但し、強度を確保するために１ｍｍ以上の厚さｈにされるのが好ましい。
吊り金具用アダプター２２は、図２０に示されるように板状体であっても、図２１に示さ
れるように中空状であっても、あるいはブロック状であってもよい。
【００５０】
　この吊り金具用アダプター２２の特に有用な実施態様では、幅ｗｔが５ｍｍ～６．５ｍ
ｍ、長さＬｔが１９ｍｍ～２２ｍｍの板状体であって、直径３ｍｍ～４．５ｍｍのネジ孔
４４が設けられる。板状体であって小形なので、市販のほとんどのカーテンレールに用い
ることができ、カーテンの取り付けを容易に行うことができる。
【００５１】
　カーテンレール内用の吊り金具用アダプター２２は、図３～図６をもとにして説明され
たように、吊り金具用アダプター１０と組み合わされて有効に用いられるが、必ずしも吊
り金具用アダプター１０と組み合わせなくてもよい。吊り金具用アダプター１０の代わり
に、例えば中央部に孔の開いた２枚の板材（ワッシャーなど）で、吊り金具５２を挟んで
同様の手順を実施することによって、カーテン５１を取り付けることも可能である。ある
いは、従来の、端部のキャップを外してカーテンレール内に挿入するタイプの取り付け金
具に代えて用いることもできる。
【００５２】
　図２２は、カーテンレール内用の別なタイプの吊り金具用アダプター３１を示していて
、長方形板状の本体部材４８の中央部からネジ棒４６が立てられている。この吊り金具用
アダプター３１の用い方を図３を参照しながら説明すると、吊り金具用アダプター３１は
、吊り金具用アダプター２２の機能とボルト２４の機能を併せ持ち、 の方向とは逆に
（図中下向き）ネジ棒４６を吊り金具用アダプター１０に挿通する。そして、ネジ棒４６
の先端にナットを螺合させと、図４に示される状態とほぼ同様に組み上がる。それからの
取り付け作業は、図６で説明される手順に順じて行われるが、ボルト２４の代わりにナッ
トで締め付けることになる。吊り金具用アダプター３１は、吊り金具用アダプター１０と
組み合わせて用いられるだけでなく、従来の、カーテンレール内用の取り付け金具の代わ
りに用いることによって、いろいろな種類のカーテンの取り付けを行うことができ、その
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作業性を大幅に改善できるものである。
【００５３】
　本体部材４８の大きさは、幅ｗｔが５ｍｍ～１０ｍｍ、長さＬｔが１５ｍｍ～２５ｍｍ
、厚さｈが０．８ｍｍ～１８ｍｍとされる。また、ネジ棒４６の大きさは、直径φが３ｍ
ｍ～６ｍｍ、長さが６ｍｍ～２５ｍｍとされる。これらの大きさは、市販カーテンレール
の多くに適用できるように十分検討した結果として得られたものである。
【００５４】
　図２３には、吊り金具用アダプター１０などと共に用いられる補助用の吊り金具用アダ
プター５０が示されている。吊り金具用アダプター５０は、リング部４３と、リング部４
３の端から横方に延長して設けられるフック部４１とからなり、フック部４１は、リング
部４３のリング面と平行する面４５を３回横切って屈曲している。そして、１回目の横切
りから２回目の横切りまでに第一の屈曲部４７を形成し、２回目の横切りから３回目の横
切りまでに第二の屈曲部４９を形成している。本例では、吊り金具用アダプター５０が１
本の線材を曲げることによって製作されているが、１本の線材からに限らず、幾つかの部
材の組み合わせで製作してもよい。
【００５５】
　吊り金具用アダプター５０の用い方を図２４と図２５に示す。カーテンの三角リング状
吊り金具５２を吊り金具用アダプター１０に直接挿入する代わりに、まず吊り金具用アダ
プター５０を吊り金具用アダプター１０に挿入し、この吊り金具用アダプター５０に吊り
金具５２を掛ける方法である。図２４では、吊り金具５２がフック部４１の第一屈曲部４
７に掛けられている。また、図２５では、吊り金具５２がフック部４１の第二屈曲部４９
に掛けられている。
【００５６】
　吊り金具用アダプター５０によれば、吊り金具用アダプター１０やカーテンレール内用
の吊り金具用アダプター２２によって、まず吊り金具用アダプター５０をカーテンレール
に固定し、それから吊り金具用アダプター５０にカーテンを吊り下げるという２段階の取
り付けになる。このため、重いカーテンを支えてカーテンレールへ直接取り付ける作業が
回避できる。また、屈曲部４７と屈曲部４９を使い分けることによって、二通りの高さ及
び前後位置でカーテンを取り付けることができるので、取り付け場所の状況に応じて最適
の取り付け状態を選択できるようになる。また、吊り金具の位置が、従来のフック型取り
付け金具を用いた時よりも高くなり、カーテンレールを目隠しできるようになる。
【００５７】
　以上、本発明に係わる吊り金具用アダプター及びカーテン取り付け方法について詳細に
説明してきたが、本発明は上述の引用・例示に限定されず、カーテンの種類、吊り金具の
材質や形状、吊り金具用アダプターの材質や大きさや形状などにつき、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲で、当業者の知識に基づき種々なる改良、修正、変化を加えた態様で実施し
得るものである。
【００５８】
【発明の効果】
　 に係わる吊り金具用アダプター によれば、三角リング状のカーテン吊り金
具を挟み、カーテンレール内用の取り付け金具と組み合わせて、カーテンレールにカーテ
ンを容易に取り付けることができる。また、木ネジなどを、用いて、天井に取り付けるこ
ともできる。そして、三角リング状のカーテン吊り金具を横倒しにするので、カーテンの
取り付け位置が高くなり外観が向上する。また、その大きさや形状、孔の大きさや位置な
どを適切に定めることによって、市販のカーテンレールのほとんどに対して使用できるよ
うになる。
【００５９】
　また、 に係わるカーテンレール内用の吊り金具用アダプターによれば、ランナー
走行用のスリットからカーテンレール内に挿入できるので、従来のように、端部のキャッ
プを装脱する面倒な作業が省かれる。また、ボルトなどに予め係止させてから、カーテン
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レール内に挿入できるので、従来のように、カーテンレール内にある取り付け金具のネジ
孔にボルトを合わせるという難しい作業を省略できる。
【００６０】
　また、 に係わる補助用の吊り金具用アダプターによれば、カーテンの取り付け高
さ及び前後位置が二通りに選択できるので、取り付け場所に適した最良の取り付けができ
るようになる。カーテンの取り付け位置が高くなるので、カーテンレールを目隠しできる
ようになる。
【００６１】
　本発明に係わる吊り金具取り付け方法によれば、三角リング状のカーテン吊り金具を二
枚の板材で挟んで横倒しにするので、カーテンの取り付け位置が高くなり外観が向上する
。
【００６２】
　そして特に、二枚の板材を予め連結しておくことによって、板材どうしの位置合わせ作
業を省略できるようになる。
【００６３】
　また、幅が５ｍｍ～１０ｍｍの、カーテンレール内用の吊り金具用アダプターを用いる
ことによって、従来の、端部のキャップを装脱する面倒な作業や、カーテンレール内にあ
る吊り金具用アダプターのネジ孔にボルトを合わせるという難しい作業、を省略できるよ
うになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの一例を示し、同図（ａ）は上面図、同
図（ｂ）は側面図、同図（ｃ）は裏面図である。
【図２】　本発明に係わり、図１に示される吊り金具用アダプターの展開図である。
【図３】　本発明に係わり、図１に示される吊り金具用アダプターを用いたカーテン取り
付け方法を説明する斜視図である。
【図４】　本発明に係わり、図３に示される手順で組み立てられるブロック体の断面図で
ある。
【図５】　本発明に係わり、図４に示されるブロック体の別の状態を示す断面図である。
【図６】　本発明に係わり、カーテン取り付け方法を説明する断面図であり、同図（ａ）
はカーテンレールに挿入する前、同図（ｂ）はカーテンレールに挿入した後、同図（ｃ）
はボルトで固定した後、同図（ｄ）は取り付け完了後を示す。
【図７】　本発明に係わり、図１に示される吊り金具用アダプターを用いてカーテンを天
付けした状態を示す断面図である。
【図８】　本発明に係わり、下板と吊り金具との位置関係を説明する断面図である。
【図９】　本発明に係わり、下板と吊り金具との位置関係を説明する平面図である。
【図１０】　本発明に係わり、下板と吊り金具との他の位置関係を説明する平面図である
。
【図１１】　本発明に係わり、下板と吊り金具との他の位置関係を説明する平面図である
。
【図１２】　本発明に係わり、上板と把持部との位置関係を説明し、同図（ａ）は平面図
、同図（ｂ）は側面図である。
【図１３】　本発明に係わり、孔が前後を二分する位置に設けられた、上板又は下板の幾
つかの形状を例示する上面図である。
【図１４】　本発明に係わり、上板又は下板の他の幾つかの形状を例示する上面図である
。
【図１５】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの幾つかを例示する上面図であり、同
図（ａ）は左の一辺で連結、同図（ｂ）は後ろの一辺で連結、同図（ｃ）は左右の二辺で
連結、同図（ｄ）は左右の二辺と後ろの一辺で連結した例である。
【図１６】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの他の幾つかを例示する上面図であり
、同図（ａ）は左の一辺で連結、同図（ｂ）は左右の二辺で連結した例である。
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【図１７】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの別の一例を示す上面図である。
【図１８】　本発明に係わり、切り欠きを持つ吊り金具用アダプターを例示する上面図で
あり、同図（ａ）は略Ｈ形、同図（ｂ）は略コの字形、同図（ｃ）は長方形の輪郭を有す
る吊り金具用アダプターを示す。
【図１９】　本発明に係わる吊り金具用アダプターを例示する側面図であり、同図（ａ）
は上板と下板が平行、同図（ｂ）は両者が平行でない、同図（ｃ）は折り曲げ部の曲率が
緩やか、同図（ｄ）はヘアピン状、を特徴としている。
【図２０】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの別の一例を示す斜視図である。
【図２１】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの別の一例を示す斜視図である。
【図２２】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの別の一例を示す斜視図である。
【図２３】　本発明に係わる吊り金具用アダプターの別の一例を示し、同図（ａ）は平面
図、同図（ｂ）は側面図である。
【図２４】　本発明に係わり、図２３に示される吊り金具用アダプターを用いた取り付け
状態を示し、一部を断面で示す側面図である。
【図２５】　本発明に係わり、図２３に示される吊り金具用アダプターを用いた別の取り
付け状態を示し、一部を断面で示す側面図である。
【図２６】　市販カーテンの一例を示す斜視図である。
【符号の説明】
１０：吊り金具用アダプター
１１：板材
１２：上板
１４：下板
１６、１７：孔
１８：欠損部
１９、２１：中心線
２０：折り曲げ線
２２、３１：カーテンレール内用の吊り金具用アダプター
２３：下板の前辺
２４：ボルト
２５：頭部
２６、４４：ネジ孔
２７：底板
２８：カーテンレール
２９：上板の前辺
３０：スリット
３２：木ネジ
３４：天井
３６：折り曲げ部
３８：切り欠き
３９：先端部
４０：長孔
４１：フック部
４２：狭めた部分
４３：リング部
４５：リング面と平行する面
４６：ネジ棒
４７、４９：屈曲部
４８：本体部材
５０：補助用吊り金具用アダプター
５１：カーテン
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５２：吊り金具
５４：上部部材
５６：固定部材
６０：把持部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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